
施策名
施策名施策名
施策名 消防・救急

施策評価
施策評価施策評価
施策評価シート

シートシート
シート

（
（（
（平成30年度評価実施
平成30年度評価実施平成30年度評価実施
平成30年度評価実施）

））
）

担当
担当担当
担当

部課名
部課名部課名
部課名

消防本部

関連
関連関連
関連

部課名
部課名部課名
部課名

◆
◆◆
◆第四次蒲郡市総合計画
第四次蒲郡市総合計画第四次蒲郡市総合計画
第四次蒲郡市総合計画（

（（
（２０１１
２０１１２０１１
２０１１～

～～
～２０２０
２０２０２０２０
２０２０）

））
）

施策
施策施策
施策の

のの
の説明
説明説明
説明

火災に強い魅力あるまちづくりを目指して、防火指導の強化、住民・企業と

連携した防火訓練の実施、消防関連施設・設備の充実等を行います。また

救急体制の強化を目的とし、救急知識・技術普及のための講習会実施、救

急救命士の新規養成、消防緊急情報システム整備等の取組を推進しま

す。

基本目標
基本目標基本目標
基本目標 安全で快適な魅力あるまちづくり【都市基盤・安全】

◆
◆◆
◆施策
施策施策
施策の

のの
の全体像
全体像全体像
全体像

　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　施策

施策施策
施策の

のの
の体系項目
体系項目体系項目
体系項目 将来像

将来像将来像
将来像

２ 救急体制の充実強化

３ 消防力の充実強化

１ 防火思想の普及

消防本部・消防団・女性防火クラブ・自主

防災会が協力し、火災のない安心して暮

らせるまちをつくっています。

市民・救急隊・医師との万全の連携により、

救命率の高いまちになっています。

４ 救助体制の充実強化

５ 広域連携の強化

消防力・救助体制の強化により、災害に

よる被害を最小化できるまちになってい

ます。



事業名
事業名事業名
事業名

担当者評価
担当者評価担当者評価
担当者評価

　防火対象物の立入検査は、予防課（予防係・危険物係）、消防署が行い、実施サイクルを決定

し、計画に基づき実施することができた。

　女性防火クラブは継続的な活動実施の推進に努めていく。

◆
◆◆
◆主要事業
主要事業主要事業
主要事業に

にに
に係
係係
係る
るる
る具体化
具体化具体化
具体化した

したした
した取組
取組取組
取組み

みみ
み実績
実績実績
実績（

（（
（括弧内
括弧内括弧内
括弧内は

はは
は単位
単位単位
単位）

））
）

防火思想普及事業
防火思想普及事業防火思想普及事業
防火思想普及事業

1
11
1

防火対象物立入検査実施(件)
防火対象物立入検査実施(件)防火対象物立入検査実施(件)
防火対象物立入検査実施(件)

女性防火
女性防火女性防火
女性防火クラブの

クラブのクラブの
クラブの活動実施

活動実施活動実施
活動実施

(回)
(回)(回)
(回)

－
－－
－

2
22
2

消防車両整備事業費(千円)
消防車両整備事業費(千円)消防車両整備事業費(千円)
消防車両整備事業費(千円) 消防本部車両数(台)

消防本部車両数(台)消防本部車両数(台)
消防本部車両数(台) 消防団車両数(台)

消防団車両数(台)消防団車両数(台)
消防団車両数(台)

消防車両整備事業
消防車両整備事業消防車両整備事業
消防車両整備事業事業名

事業名事業名
事業名

担当者評価
担当者評価担当者評価
担当者評価

　消防業務の多様化に伴う各種災害への対応及び救命率の向上を図るため、車両及び機器材

等の充実を図り、消防力の強化のため、継続事業として整備を行っていくことを第一義に考え事

業を進めている。３０年度には、高規格救急車の更新を予定しており、救急体制の充実を図って

いく。
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事業名
事業名事業名
事業名 消防水利施設整備事業

消防水利施設整備事業消防水利施設整備事業
消防水利施設整備事業

3
33
3

消火栓設置費負担金(千円)
消火栓設置費負担金(千円)消火栓設置費負担金(千円)
消火栓設置費負担金(千円) 新設消火栓設置数(箇所)

新設消火栓設置数(箇所)新設消火栓設置数(箇所)
新設消火栓設置数(箇所) －

－－
－

担当者評価
担当者評価担当者評価
担当者評価

　消防水利確保のため、区画整理や道路整備時の上水道配水管敷設に合わせて消火栓を整

備するもので、市民の生命・財産を守る上で消火栓の新設は不可欠である。２９年度においては

整備需要がなかったが、３０年度は地元要望及び大型船舶の停泊に応じるため、整備を行う。
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◆
◆◆
◆施策
施策施策
施策の

のの
の現状分析
現状分析現状分析
現状分析（

（（
（指標
指標指標
指標の

のの
の推移
推移推移
推移から

からから
から見
見見
見た
たた
た現状分析
現状分析現状分析
現状分析）

））
）

1
11
1

指標
指標指標
指標の

のの
の推移
推移推移
推移 指標

指標指標
指標の

のの
の説明
説明説明
説明（

（（
（設定理由
設定理由設定理由
設定理由）

））
）

立入検査実施件数÷防火対象物総数×100

指標
指標指標
指標の

のの
の分析
分析分析
分析

　防火対象物の利用者及び従業員等の使用者の安全を確保するため、消

防設備等が適切に維持管理されているか定期的に立入検査を実施する必

要がある。

指標
指標指標
指標の

のの
の分析
分析分析
分析

年度により事業費の増減が生じているが、各年度の更新車両種別が異なる

ことによるものであり、計画的に車両更新は行われている。

◆
◆◆
◆市民等
市民等市民等
市民等からの

からのからの
からの参考意見等

参考意見等参考意見等
参考意見等

市民
市民市民
市民サービス

サービスサービス
サービス向上

向上向上
向上に

にに
に向
向向
向けた
けたけた
けた意見等
意見等意見等
意見等

現在行
現在行現在行
現在行っている

っているっている
っている取

取取
取り
りり
り組
組組
組みは
みはみは
みは救急隊
救急隊救急隊
救急隊によるアンケート

によるアンケートによるアンケート
によるアンケート実施

実施実施
実施（

（（
（救急搬送
救急搬送救急搬送
救急搬送の

のの
の患者
患者患者
患者・

・・
・家族
家族家族
家族への

へのへの
への意向
意向意向
意向アン

アンアン
アン

ケート
ケートケート
ケート）。

）。）。
）。市民等
市民等市民等
市民等からの

からのからの
からの意見等

意見等意見等
意見等の

のの
の把握
把握把握
把握については

についてはについては
については、

、、
、どのような
どのようなどのような
どのような手法

手法手法
手法が

がが
が有効
有効有効
有効か

かか
か他市
他市他市
他市（

（（
（東三各市
東三各市東三各市
東三各市）

））
）の
のの
の状
状状
状

況
況況
況も
もも
も参考
参考参考
参考にし

にしにし
にし、
、、
、判断
判断判断
判断したい

したいしたい
したい。

。。
。

2
22
2

指標
指標指標
指標の

のの
の推移
推移推移
推移 指標

指標指標
指標の

のの
の説明
説明説明
説明（

（（
（設定理由
設定理由設定理由
設定理由）

））
）

消防車両整備事業費／人口（外国人登録含む）
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1

2

3

4

◆
◆◆
◆今後
今後今後
今後の

のの
の方針
方針方針
方針

№
№№
№

課題
課題課題
課題

今後
今後今後
今後の

のの
の取組
取組取組
取組み

みみ
み

件名
件名件名
件名 内容

内容内容
内容

消防車両整備事業

計画的に車両更新を行ってい

るが、各年度の更新車両種別

が異なるため、事業年度により

増減があり、平均的な予算額

で執行することが困難である。

　今後も更新車両種別により各年度の

予定事業費に差が生じるが、消防車両

更新計画に沿って消防力・救助体制の

強化のため、継続的な事業として整備

を行っていく。



　防火思想普及事業については、防火対象物の利用者等を守るため、立

入検査実施計画に基づき、継続的に立入検査を実施していく必要がある。

　消防車両整備事業についても更新計画に沿って、災害による被害を最

小化及び救命率の向上に寄与する事業として継続が必要である。

　消防水利確保については、市民の生命・財産を守る上で消火栓の新設

は不可欠であり、区画整理や道路整備時の上水道配水管敷設に合わせて

継続して確実に事業展開していくことが必要である。

部長評価
部長評価部長評価
部長評価

年々増加する救急出動や、集中豪雨や土砂災害など複雑・多様化する自

然災害への対応など課題は多いが、おおむね計画通りに進んでいる。ま

た、平成32年4月にスタートする違反対象物公表制度（予防）に向け防火対

象物への立入検査の強化についても着実に進んでいる。今後も施設、設

備、車両等の整備を計画的に進め、消防団、自主防災会、女性防火クラ

ブ、自主防災会や各事業所等と訓練等を通じ連携し、地域防災力の要と

なるよう対応力の向上に努める。

◆
◆◆
◆施策評価
施策評価施策評価
施策評価

構成事業
構成事業構成事業
構成事業の

のの
の進捗状況
進捗状況進捗状況
進捗状況 Ｂ：おおむね計画どおり進行している。

施策
施策施策
施策の

のの
の進捗状況
進捗状況進捗状況
進捗状況 Ｂ：目指す将来像実現に向けておおむね計画どおり進行している。

施策
施策施策
施策の

のの
の進
進進
進め
めめ
め方
方方
方 Ａ：現在の取り組みを継続する。

課長評価
課長評価課長評価
課長評価



事務事業一覧

3-8 総務課 1 福利厚生事業 12,522 7,320 1.25 Ａ カ オ Ｂ 2 ×

3-8 総務課 2 教養研修事業 9,299 7,458 1.20 Ａ カ オ Ｂ 2 ×

3-8 総務課 3 消防庁舎等管理事業 27,959 9,140 1.60 Ａ ウ オ Ｂ 2 ×

3-8 予防課 1 防火対策事業 1,276 25,949 4.80 Ｂ カ オ Ｂ 3 ×

3-8 予防課 2
女性防火クラブ・少年消防ク
ラブ運営事業

314 12,526 1.80 Ｂ カ オ Ｂ 3 ○

3-8 予防課 3 防火思想の普及 414 8,681 1.40 Ｂ カ オ Ｂ 3 ○

3-8 消防署 1 緊急通報装置等受信事業 27,650 37,099 6.00 Ａ ア エ Ａ － ○

実施
計画

人工
評価
（担当
者）

事業の
種別

新規
事業

達成
状況

市長ﾏﾆ
ﾌｪｽﾄ

総合
計画

所管課 番号 事　　業　　名
人件費を除く

事業費(千円)

人件費（参考）

(千円)


